
JP 2010-200993 A 2010.9.16

(57)【要約】
【課題】洗浄作業者を特定する情報を記録管理すること
が可能な内視鏡洗浄装置において、洗浄作業者から洗浄
作業者を特定する情報を衛生的に取得することを可能に
する。
【解決手段】内視鏡洗浄作業者６０の人体近傍に、人体
近傍通信により内視鏡洗浄作業者特定情報を送信するた
めの送信機６０ａを配置するとともに、内視鏡１６につ
いても、人体近傍通信により内視鏡個体特定情報を送信
するための送信機１６ａを取り付けておく。装置本体１
２の下部前面に設けられた、上蓋１４を開閉するための
フットペダル２３に、人体近傍通信により送信された情
報を受信するための受信機を取り付ける。内視鏡洗浄時
に内視鏡洗浄作業者６０がフットペダル２３を踏動した
際に、人体近傍通信により内視鏡洗浄作業者特定情報お
よび内視鏡個体特定情報を受信する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を洗浄するための内視鏡洗浄装置において、
　人体近傍通信により送信された情報を受信するための受信手段と、
　該受信手段により受信した内視鏡洗浄作業者特定情報を記録するための記録手段とを備
えてなることを特徴とする内視鏡洗浄装置。
【請求項２】
　前記記録手段が、前記受信手段により受信した内視鏡個体特定情報を、前記内視鏡洗浄
作業者特定情報と関連付けて記録するものであることを特徴とする請求項１記載の内視鏡
洗浄装置。
【請求項３】
　内視鏡を納置して洗浄を行なうための洗浄槽と、
　該洗浄槽を封止するための蓋と、
　該蓋の開閉を行なうための足操作用スイッチとを備え、
　前記受信手段が前記足操作用スイッチに取り付けられていることを特徴とする請求項１
または２記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項４】
　内視鏡洗浄作業者の近傍に配され、人体近傍通信により内視鏡洗浄作業者特定情報を送
信するための送信手段と、
　内視鏡洗浄装置に配され、人体近傍通信により送信された前記内視鏡洗浄作業者特定情
報を受信するための受信手段と、
　該受信手段により受信した前記内視鏡洗浄作業者特定情報を記録するための記録手段と
を備えてなることを特徴とする内視鏡洗浄用通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡洗浄を行なった際の日時や作業者等の履歴の管理を行なう内視鏡洗浄
装置および内視鏡洗浄用通信システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、医療分野においては、内視鏡を利用した医療診断が広く行なわれている。診
断に用いる内視鏡としては、現在では内視鏡の挿入先端部にＣＣＤ等の撮像素子を内蔵し
て体腔内の画像を撮影し、コンピューターで処理を行った後にモニターに表示するものが
一般的である。
【０００３】
　　被験者の体腔内に挿入された内視鏡はそのつど洗浄、消毒する必要があるが、この洗
浄、消毒を行なう装置としては、洗浄槽内に内視鏡を設置して、超音波洗浄手段による洗
浄工程と、流液洗浄手段による洗浄工程とを組み合わせた一連の動作で内視鏡の洗浄を行
なうものが知られている。
【０００４】
　また、使用した内視鏡に対して適正に洗浄、消毒が行なわれているか否かを把握するた
めに、例えば、特許文献１に記載のように、内視鏡の洗浄を行なった際の日時や洗浄作業
者等の情報を記録管理するものが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００１－３２７４５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　ところで、手術や検査等において被験者の体腔内に挿入された内視鏡は、使用後にその
まま洗浄作業者の手によって内視鏡洗浄装置まで運ばれ、装置の洗浄槽内に納置される。
そして洗浄を行なう際に作業者の名前やＩＤ等の情報を装置に入力することにより、内視
鏡の洗浄を行なった際の日時や洗浄作業者等の情報を記録管理することが可能となるが、
このとき洗浄作業者の手は内視鏡に付着した被験者の体液等により汚染しているため、装
置の操作パネル等を手で操作するのは衛生的に好ましくない。
【０００７】
　洗浄作業者が手で装置の操作パネル等を操作する必要を無くすために、上記特許文献１
では、洗浄作業者にＲＦＩＤ（Radio Frequency Identification）が内蔵されたネームプ
レートを所持させているが、この場合であっても、一般にＲＦＩＤは通信可能範囲が狭く
、洗浄作業者が所定の読取部にネームプレートを手で持ってかざす動作を行なわなくてな
らないため、洗浄作業者の衣服やネームプレートが汚染してしまうおそれがあり、衛生的
に好ましくない。
【０００８】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたもので、洗浄作業者を特定する情報を記録管理す
ることが可能な内視鏡洗浄装置において、洗浄作業者から洗浄作業者を特定する情報を衛
生的に取得することが可能な内視鏡洗浄装置および内視鏡洗浄用通信システムを提供する
ことを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の内視鏡洗浄装置は、内視鏡を洗浄するための内視鏡洗浄装置において、人体近
傍通信により送信された情報を受信するための受信手段と、受信手段により受信した内視
鏡洗浄作業者特定情報を記録するための記録手段とを備えてなることを特徴とするもので
ある。
【００１０】
　本発明による内視鏡洗浄装置において、記録手段は、受信手段により受信した内視鏡個
体特定情報を、内視鏡洗浄作業者特定情報と関連付けて記録するものとすることが好まし
い。
【００１１】
　また、内視鏡を納置して洗浄を行なうための洗浄槽と、洗浄槽を封止するための蓋と、
蓋の開閉を行なうための足操作用スイッチとを備えた場合に、受信手段を足操作用スイッ
チに取り付けることが好ましい。
【００１２】
　本発明の内視鏡洗浄用通信システムは、内視鏡洗浄作業者の近傍に配され、人体近傍通
信により内視鏡洗浄作業者特定情報を送信するための送信手段と、内視鏡洗浄装置に配さ
れ、人体近傍通信により送信された内視鏡洗浄作業者特定情報を受信するための受信手段
と、受信手段により受信した内視鏡洗浄作業者特定情報を記録するための記録手段とを備
えてなることを特徴とするものである。
【００１３】
　ここで、記録手段は、内視鏡洗浄装置内に設けられたストレージとしてもよいし、内視
鏡洗浄装置とネットワークを介して接続されたＰＣ等の外部機器としてもよい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の内視鏡洗浄装置によれば、内視鏡を洗浄するための内視鏡洗浄装置において、
人体近傍通信により送信された情報を受信するための受信手段と、受信手段により受信し
た内視鏡洗浄作業者特定情報を記録するための記録手段とを備え、内視鏡洗浄作業者が所
持する端末から人体近傍通信を介して内視鏡洗浄作業者特定情報を取得するようにして、
操作パネルやＲＦＩＤが内蔵されたネームプレート等に内視鏡洗浄作業者が手で触れる必
要をなくしたため、内視鏡洗浄作業者特定情報を衛生的に取得することが可能となる。
【００１５】
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　上記内視鏡洗浄装置において、記録手段を、受信手段により受信した内視鏡個体特定情
報を、内視鏡洗浄作業者特定情報と関連付けて記録するものとし、内視鏡個体特定情報も
人体近傍通信を介して取得するようにすれば、内視鏡個体特定情報を取得するための手段
を別途設ける必要がなくなるため、装置の構成を簡略化できる。
【００１６】
　また、内視鏡を納置して洗浄を行なうための洗浄槽と、洗浄槽を封止するための蓋と、
蓋の開閉を行なうための足操作用スイッチとを備えた場合に、内視鏡洗浄作業者が確実に
接触する足操作用スイッチに受信手段を取り付ければ、内視鏡洗浄作業者特定情報や内視
鏡個体特定情報等を確実に取得することが可能となる。
【００１７】
　本発明の内視鏡洗浄用通信システムによれば、内視鏡洗浄作業者の近傍に配され、人体
近傍通信により内視鏡洗浄作業者特定情報を送信するための送信手段と、内視鏡洗浄装置
に配され、人体近傍通信により送信された内視鏡洗浄作業者特定情報を受信するための受
信手段と、受信手段により受信した内視鏡洗浄作業者特定情報を記録するための記録手段
とを備え、内視鏡洗浄作業者の近傍に配された送信手段から人体近傍通信を介して内視鏡
洗浄作業者特定情報を取得するようにして、操作パネルやＲＦＩＤが内蔵されたネームプ
レート等に内視鏡洗浄作業者が手で触れる必要をなくしたため、内視鏡洗浄作業者特定情
報を衛生的に取得することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施の形態の内視鏡洗浄装置の概観図
【図２】上記内視鏡洗浄装置の超音波振動ユニットの概略断面図
【図３】上記内視鏡洗浄装置の概略構成を示すブロック図
【図４】上記内視鏡洗浄装置における洗浄時の状態を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。図１は本発明の一
実施の形態の内視鏡洗浄装置の概観図、図２は上記内視鏡洗浄装置の超音波振動ユニット
の概略断面図、図３は上記内視鏡洗浄装置の概略構成を示すブロック図、図４は上記内視
鏡洗浄装置における洗浄時の状態を示す図である。
【００２０】
　図１に示すように、本実施の形態の内視鏡洗浄装置１０は、箱型に形成された装置本体
１２と上蓋１４とから構成されている。装置本体１２の下部前面には、上蓋１４を開閉す
るためのフットペダル２３が設けられており、フットペダル２３が踏動されるに従って、
上蓋１４が電動で開閉するように構成されている。このフットペダル２３には、人体近傍
通信により送信された情報を受信するための受信機が取り付けられている。また、装置本
体１２には、内視鏡洗浄作業者が足で洗浄開始指示を入力可能なように、フットスタート
スイッチ２４ａが取り付けられている。
【００２１】
　装置本体１２の上面には内視鏡１６を収納する洗浄槽１８が形成され、この洗浄槽１８
内には、回転型噴射装置２０が設けられている。また、回転型噴射装置２０の周囲の洗浄
槽１８の円環状の底面には超音波振動ユニット２２が設けられている。
【００２２】
　以下、超音波振動ユニット２２について詳細に説明する。図２に示すように、超音波振
動ユニット２２は、洗浄槽１８の底面に設けられた振動板２８と、この振動板２８の下面
側に取り付けられた複数の超音波振動子３０によって構成されている。ここで、超音波振
動子３０は、例えばランジュバン型の超音波振動子（ＢＬＴ：Bolted Langevin type Tra
nsducers）によって形成されている。なお、振動板２８は、図１からも分かるように、そ
の中心に回転型噴射装置２０が配置されるように円環状の板体として形成され、複数の超
音波振動子３０が、振動板２８の下側において円環に沿って配置されている。
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【００２３】
　なお、超音波振動ユニット２２の形態はこのようなものに限定されず、例えば、方形の
洗浄槽の側面に振動板および超音波振動子を配置して、洗浄槽の側面から振動波を発振す
るようにしてもよい。
【００２４】
　また、装置本体１２は、その上部前面に、複数のボタンを有する操作パネル２４、例え
ば液晶等を用いた表示用のディスプレイ２５、プリンター２６のプリント用紙排出口、お
よびメディアリーダ/ライタ２７のメディア挿入口等が配置されている。操作パネル２４
は、内視鏡洗浄装置１０を制御するコマンドを入力するためのスイッチである。また、デ
ィスプレイ２５には、洗浄作業の残り時間や、作業終了までの時間あるいはトラブル発生
時の警告等が表示される。また、プリンター２６は、内視鏡洗浄に関するデータ等を印刷
するためのものである。また、メディアリーダ/ライタ２７は、挿入されたメディアから
各種データを取り込んだり、内部に記録されている内視鏡洗浄に関するデータ等をメディ
アに書き込むためのものである。
【００２５】
　また、装置本体１２は、制御手段として不図示の中央処理装置（ＣＰＵ）を有しており
、このＣＰＵは、予め設定した洗浄プログラムに従って、回転型噴射装置２０や超音波振
動ユニット２２等の各部の動作を制御し、内視鏡１６の洗浄開始から終了までを自動で制
御する。
【００２６】
　内視鏡洗浄装置１０の各構成要素は、図３に示すブロック図の通りである。図３に示す
通り、内視鏡洗浄装置１０の制御部は、メイン制御部４０および負荷制御部４２から構成
されている。
【００２７】
　メイン制御部４０は、上述した中央処理装置（ＣＰＵ）を備えるとともに、負荷制御部
４２との間で様々な制御信号を通信するものである。
【００２８】
　メイン制御部４０には、上述のフットペダル２３、フットスタートスイッチ２４ａ、操
作パネル２４、ディスプレイ２５、プリンター２６およびメディアリーダ/ライタ２７と
、内視鏡洗浄作業者特定情報等を記録するための記録手段としてのストレージ４１が接続
されている。このストレージ４１は、ＨＤＤやＳＳＤ等どのようなものを用いてもよい。
【００２９】
　また、負荷制御部４２には、内視鏡１６の洗浄を行なうために必要な洗浄液の噴出動作
や制御を行なうために必要なポンプ５０、バルブ５１、ソレノイド５２、ラバーヒーター
５３、パルスモーター５４、水位センサ５５、リミットセンサ５６、流量センサ５７およ
び圧力/温度センサ５８等が接続されている。
【００３０】
　超音波振動子３０の駆動制御については、専用の超音波制御部４３が設けられており、
この超音波制御部４３は上記の負荷制御部４２に接続されている。
【００３１】
　また、メイン制御部４０は、外部のコンピューター４５とも接続されており、内視鏡洗
浄作業者特定情報等を外部のコンピューター４５に送信可能に構成されている。
【００３２】
　検査で使用された内視鏡１６は、不図示の光源装置内蔵制御ユニット（内視鏡プロセッ
サ）から取り外され、内視鏡洗浄装置１０の洗浄槽１８に収納される。そして電気信号コ
ネクタに防水キャップを取り付け、上蓋１４が閉じられ、操作パネル２４もしくはフット
スタートスイッチ２４ａからのスタートコマンドの入力により、予め設定された洗浄工程
に従って回転型噴射装置２０による洗浄や、超音波振動ユニット２２による洗浄が行なわ
れる。
【００３３】
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　回転型噴射装置２０による洗浄は、洗浄槽１８において収納されている内視鏡１６に対
し洗浄液を噴射することにより行なわれる。
【００３４】
　また、超音波振動ユニット２２による洗浄は、洗浄槽１８内に満たされている洗浄液中
に振動波を発振させることにより、洗浄液中に浸漬された内視鏡１６の洗浄が行なわれる
。
【００３５】
　次に、上記内視鏡洗浄装置１０における洗浄時の動作について説明する。
【００３６】
　図４に示すように、まず、本実施の形態の内視鏡洗浄装置１０を使用する内視鏡洗浄作
業者６０は、人体近傍通信により内視鏡洗浄作業者特定情報を送信するための送信機６０
ａを、衣服のポケット等、人体の近傍に配置する。ここで、内視鏡洗浄作業者特定情報は
、内視鏡洗浄作業者の名前やＩＤ等、作業者を特定できる情報であればどのようなもので
もよい。
【００３７】
　また、本内視鏡洗浄装置１０で洗浄されることが想定される内視鏡１６についても、人
体近傍通信により内視鏡個体特定情報を送信するための送信機１６ａを取り付けておく。
ここで、内視鏡個体特定情報は、内視鏡のシリアルナンバーやＩＤ等、個体を特定できる
情報であればどのようなものでもよい。
【００３８】
　内視鏡１６の洗浄を行なう際、まず、内視鏡洗浄作業者６０が、内視鏡１６を手に持っ
た状態で、上蓋１４を開けるためにフットペダル２３を踏むと、内視鏡洗浄装置１０では
、内視鏡洗浄作業者特定情報および内視鏡個体特定情報の受信状態とし、フットペダル２
３に取り付けられている人体近傍通信用の受信機において、内視鏡洗浄作業者６０の人体
近傍に配置された送信機６０ａから人体近傍通信により内視鏡洗浄作業者特定情報を受信
するとともに、内視鏡洗浄作業者６０が持つ内視鏡１６（送信機１６ａ）から人体近傍通
信により内視鏡個体特定情報を受信する。受信した内視鏡洗浄作業者特定情報および内視
鏡個体特定情報は、両者が関連付けられてストレージ４１に記録される。そして、内視鏡
洗浄作業者特定情報および内視鏡個体特定情報が正しく受信されると、上蓋１４を開け、
洗浄槽１８内に内視鏡１６を納置させる。
【００３９】
　次に、内視鏡洗浄作業者６０が、洗浄槽１８内に内視鏡１６を納置して、上蓋１４を閉
めるためにフットペダル２３を踏むと、内視鏡洗浄装置１０では、先に受信している内視
鏡洗浄作業者特定情報および内視鏡個体特定情報を、実際に洗浄を行なうものとして確定
させる。
【００４０】
　次に、内視鏡洗浄作業者６０が、フットスタートスイッチ２４ａを踏動することにより
スタートコマンドが入力されると、内視鏡洗浄装置１０では、予め設定された洗浄工程に
従って回転型噴射装置２０による洗浄や、超音波振動ユニット２２による洗浄を行なう。
【００４１】
そして、洗浄工程が終了した後、洗浄消毒履歴情報が、先に記録されている内視鏡洗浄作
業者特定情報および内視鏡個体特定情報と関連付けられてストレージ４１に記録される。
【００４２】
　なお、ストレージ４１に記録されている内視鏡洗浄作業者特定情報、内視鏡個体特定情
報および洗浄消毒履歴情報は、メディアリーダ/ライタ２７に挿入されているメディアに
コピーしたり、外部のコンピューター４５に送信することも可能である。
【００４３】
　上記一連の処理は、いずれもメイン制御部４０に設けられた中央処理装置（ＣＰＵ）か
らの制御に基づいて行なわれる。
【００４４】
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　上記の様に構成された本実施の形態の内視鏡洗浄装置１０によれば、内視鏡洗浄作業者
６０が所持する送信機６０ａから人体近傍通信を介して内視鏡洗浄作業者特定情報を取得
するようにして、内視鏡洗浄装置１０等に内視鏡洗浄作業者６０が手で触れる必要をなく
したため、内視鏡洗浄作業者特定情報を衛生的に取得することが可能となる。
【００４５】
　以上、本発明の超音波洗浄機を適用した内視鏡洗浄装置について詳細に説明したが、本
発明は上記実施の形態に限定されるものではない。
【００４６】
　例えば、上記実施の形態においては、人体近傍通信用の受信機を蓋開閉用のフットペダ
ルに取り付けていたが、このような態様に限らず、洗浄開始を指示するためのフットスタ
ートスイッチに受信機を取り付ける等、内視鏡洗浄作業者が直接手で触れることなく、か
つ内視鏡洗浄作業者の人体が近接することが想定される位置であればどこに配してもよい
。
【００４７】
　また、上記以外にも、本発明の要旨を逸脱しない範囲において、各種の改良や変形を行
なってもよいのは勿論である。
【符号の説明】
【００４８】
　　１０　　内視鏡洗浄装置
　　１２　　装置本体
　　１４　　上蓋
　　１６　　内視鏡
　　１６ａ　　送信機
　　１８　　洗浄槽
　　２０　　回転型噴射装置
　　２２　　超音波振動ユニット
　　２３　　フットペダル／受信機
　　２４　　操作パネル
　　２４ａ　　フットスタートスイッチ
　　２５　　ディスプレイ
　　２６　　プリンター
　　２７　　メディアリーダ/ライタ
　　２８　　振動板
　　３０　　超音波振動子（ＢＬＴ）
　　４０　　メイン制御部
　　４１　　ストレージ
　　４２　　負荷制御部
　　４３　　超音波制御部
　　４５　　外部コンピューター
　　６０　　内視鏡洗浄作業者
　　６０ａ　　送信機
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要解决的问题：提供内窥镜清洁设备记录和管理用于指定清洁操作者的
信息，并从清洁操作者处获取用于指定清洁操作者的信息。 
ŽSOLUTION：用于通过人体邻域通信发送内窥镜清洁操作者特定信息的
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